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 ２０７号　　　令和元年６月1日発行

              　　 理事長 白木 昭憲

令和元年度「森の自然塾」開講！
スタッフ 近江吉郎

昨年の初回のプログラムは一年生に

なったばかりの児童が多数いる中、木の

高さの測り方や樹齢の勉強で一年生には

難しすぎたと反省し検討しました。

今年は、まずは仲間に慣れ、X山の自

然を五感で感じてもらうこと。自然に興

味を持ち、自然の素晴らしさを体験し、

感動して貰おうという思いで企画、X山

の草花・生き物を観察しました。参加者

は38名でうち1年生は16名と42%でした。

プログラムリーダーは「X山の自然を五

感で感じてもらえたと思う、はきはきし

ていて熱心に参加してもらい盛り上がっ

た、虫達も歓迎してくれたのか皆の前に

出てきてくれた」と一年生にもスムース

に入り込んでもらえたのではと話してく

れました。

当日参加いただいた一部の保護者の

方にお話を伺いました。

「妻の方が喜んでいます、ただ遊ぶだけ

だと思っていました、色々教えていただ

いて」

「仲間がいないので不安だったですが、

ぐいぐい引き込まれて楽しそうです」

「日頃見ていない子供の一面が見られて、

親も喜んで見ています。虫は苦手なはず

なんですけど」

「普段努力して自然と親しんでいます、

植物は興味ないようですが、生き物の観

察では子供も生き生きとしてきました」

「親がしてあげられないことをしていた

だけて良かったです。うちの子は男の子

で草花も生き物も両方好きです。」

「うちの子どもは虫は嫌いです、探すの

も嫌でした、初めてダンゴムシを触りま

した。触って良い植物と触らない方が良

い植物を教えて貰って良かったです」

「落ち着きのない男の子ですが虫も草花

も楽しそうでした、草花の名前を知れて

良かったです。ギザギザがあるとか、

葉っぱに違いがあると見たのは初めてで

多摩に歩く会

新緑の矢川緑地と

ママ下湧水・滝乃川学園
多摩に歩く会代表代行 酒井宏幸

5/23(木)多摩に歩く会では好天の

下標記の場所を散策しました。矢

川緑地では作業中のボランティア

の方から植物や湧水の状況を聴く

事ができ、その上流れに自生する

野生のクレソンをお味見させて頂

く事が出来ました。ママ下湧水で

は冷たい水に手をつけたり顔を洗

う人も！その後 流れを飛び越す

際にまるで少女の様に歓声を上げ

る女性陣。滝乃川学園に続く矢川

の谷は私のお気に入りの散歩コー

スで、皆様にご披露出来て幸いで

した。

園内では礼拝堂で映画にもなっ

た天使のピアノの音色を聴き、文

化財にも指定されている記念館で

は創始者である石井筆子の功績や

苦労話を聴く事が出来ました。そ

してヤクルト代田記念館を見学し、

谷保天神裏の湧水を見学。今回は

傍らに府中用水や矢川、湧水の流

れのあるウォーキングコースを選

定しましたが 皆様ご満足頂けま

したか？また、初参加の方が多く

都合５名の方にふるさとの会にご

入会頂きました、有難うございま

した。

さて、次は何処を歩こうかな？

皆様お楽しみに！

NPO法人国分寺市にふるさとをつくる会

令和元年度通常総会のご案内

次の通り開催致しますので社員様

のご出席方、お願い申し上げます。

日時:令和元年6月8日(土)14:00～

場所：恋ヶ窪公民館

審議事項

第１号議案：平成30年度事業報告

と収支決算について

第２号議案：令和元年度事業計画

と活動予算について

第３号議案：定款の一部変更

について

第４号議案：年会費の改定

について

第５号議案：役員の変更について

報告事項

以上
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理事長 白木 昭憲

国分寺市

「緑のボランティア制度」

を更新しました

国分寺市ホームページをご覧

下さい。

国分寺市教育委員会後援で開催

しております「森の自然塾」の

スタッフを、緑と建築課と協働

し、募集しております。

会員の皆様及び皆様のお知り合

い方の参加をお待ちいたします。

申込先：緑と建築課(内354へ)

国分寺市にふるさとをつくる会
ホームページをリニューアル

しました。是非ご覧ください。

森の自然塾・観察会・防犯防災活

動等を掲載しております。

・国分寺市にふるさとをつくる会

・QRコード

・npo-kokubunjifurusato.jp

で検索ください。



 

6月 2日(日) 姿見の池ホタルの会 作業

      9:30 姿見の池

    8日(土) ふるさとの会 総会

　　 　　14:00 恋ヶ窪公民館

    8日(土) ふるさとの会合同幹部会議

　　 　　15:30 恋ヶ窪公民館

    8日(土) ふるさとの会懇親会

　　 　　17:30 庄や  

   11日(火) 多摩の自然を楽しく学ぶ会
  　 　　10:00 山手線・目黒駅 

自然教育園
・都心に残された大きな自然を

　観察する
・大都市の中の自然保護を知る

    12日(水) 森の教室運営委員会

  　 　　 9:30 トミンハイム泉町集会所 

　  15日(土) 日吉町町内会定例会

         13:30 第五小学校ランチルーム

　  16(日) 森の自然塾

          8:30 エックス山中央

    16日(日) 環境ひろば

         10:00 国分寺市役所
    23日(日) 姿見の池ホタルの会 作業

          9:30 姿見の池

    23日(日) 姿見の池ホタルの会 会議 

         14:00 多喜窪公会堂 

    23日(日)防災推進の街づくり仲間の会

         14:00 第九小学校図書室

    28日(金) 会報配布準備
         13:30 恋ヶ窪公民館

   　    　　　※終了次第広報委員会 (印刷は13:00～)

    28日(金) 多摩に歩く会 会議

        15:00 恋ヶ窪公民館

  npo-kokubunjifurusato.jp
QRコード

 ホームページをご覧ください。

6月行事予定

伝言板伝言板

森の自然塾のご案内

防災講演会

「首都圏直下型地震と風水害を始めとした国分寺市の危険について」
防災推進の街づくり仲間の会 代表代行 荒川隆二

令和新時代の大型連休最終日に、都立多摩図書

館セミナールームにて国立研究開発法人 防災科

学技術研究所の社会防災システム研究部門長で

理学博士でもある藤原広行氏をお招きして表題

の講演会を開催いたしました。当日は10連休の

最終日にもかかわらず89名の参加があり会場は

ほぼ満席でした。

今回の講演会は、最初に今年の春に国分寺市より市民全世帯に配布され

た防災ハザードマップをもとに講演が行われました。参加者も事前に防災

ハザードマップを持参するよう案内しておりましたので大半の方は自宅よ

り持参し講演を聞いて頂きました。ハザードマップの詳細な活用方法に加

え、住民主体の避難行動である警戒レベルでの住民がとるべき行動につい

て説明がありました。地震等の自然災害が発生すると市民は国分寺市だけ

の被害に目が行きがちであるが、首都圏、関東などもう少し広い範囲での

被害を想定し、そのような状況の中で国分寺市でのインフラを含めた被害

を考える事が大事であると解説されました。

兵庫県南部地震、熊本地震などは活断層による地震の発生であるが、関東

地域の地震はプレートのぶつかりによる地震が多発します。日本列島のあ

るユーラシアプレート、太平洋プレート、フィリピン海プレートの3つの

プレートが関東沖でぶつかり合っています。防災科学技術研究所では「地

震ハザードステーションJ－SHIS」により地震動予測を公開しており、日

本全国どの地域でどの様な規模の地震が発生する可能性があるか確認する

ことができます。また、「地震ハザードカルテ」で住所や郵便番号を入力

すると、その地域の地盤や地震の発生規模予測や発生確率等を検索するこ

ともできます。

活断層の地震である兵庫県南部地震では犠牲者の92％が15分以内に死亡

いたしました。突然発生した地震による建物の倒壊に対しては、避難は間

に合わない。少なくとも建物が倒壊しない程度に丈夫であることが前提と

した上で、その場での安全の確保が重要であり、事前の備えとして家具の

転倒防止、天井などの落下防止の対策が必要である。

直近の都市型地震としては、2018年6月18日に大阪府北部地震が発生し

ました。マグニチュードは6.1で最大震度は6弱でした。総務省が調査した

昨年11月時点での被害は、死者6名、家屋の全壊18棟でしたが、家屋の一

部損壊は57,787棟にのぼり、損害保険協会調査では、地震保険の保険金支

払いは昨年10月時点で946億円の支払いとなり、阪神淡路大震災の783億円

を上回り、歴代3番目の大きさになっております。このことは、大都市圏

で震度6弱以上の地震が発生すると想定を超える被害が拡大し、全ての人

達が平常の生活に回復するまでには相当数の時間がかかることが分かりま

す。国では「府省庁連携防災情報共有システム SIP４D」を稼働させ、各

府省庁の情報を集約させ的確な災害対応を行うためのシステムを構築して

おります。

最後に、災害リスクには知で備える事が大切です。

分散して存在する「専門知」や「経験知」を、

個人や地域が自ら獲得・活用して、「自分知」・

「地域知」を高度化し、自ら「防災」を行って

ゆく社会が望まれます。

6月の自然塾は16日に開催し

ます。集合はX山に9時20分～40

分です。雨天の場合はＸ山に集

合し九小に移動します。解散は

X山です。6月のテーマは「おも

しろ葉っぱを探そう！」「草笛

を鳴らそう」です。ご参加をお

待ちしています。


